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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 72 号，2022．

 小田原市立白山中学校は小田原市
役所から北に 1km あまり、屋上に
みえるプラネタリウムのドームが目
印になっています（写真 1）。小田
急線と伊豆箱根鉄道大雄山線がちょ
うど交わるあたりにあり、最寄り駅
は大雄山線の五百羅漢駅もしくは小
田急線の足柄駅です。近くには五百
羅漢で有名な玉宝寺があります。校
舎は箱根から続く多古丘陵の端に位
置し、道路から数メートルの高さに
あります。この位置に小学校が建て
られたのは、大正 9 年のことです

（図１～３）。道路から階段をのぼり、
昇降口に向かって左手の体育館の前
に、縦 220㎝、横 120㎝あまりの「震
災追憶碑」がたっています（図３；
写真 2）。昭和 4 年に震災犠牲者の
7 回忌に合わせて建てられたもので、
表の題字は「神奈川縣知事 山縣治
郎書」とあります。裏の碑文は当時
の学校長である森丑五郎氏によるも

のです。石碑の碑文には 17 名が亡
くなったと刻まれていますが、後述
する報告書の記録では児童生徒の犠
牲者は 16 名です。昭和 34 年発行
の足柄下郡教育会沿革誌にも、大
正 12 年度 12 月 28 日の記録とし
て、「社団法人足柄下郡教育会が震
災で亡くなった会員 16 名（小学校
13、高校３）と負傷した 6 名（小
学校）に弔慰金をおくる」とありま
す。「多古の郷土誌」には多古地区
の学校以外での死者として圧死者 1
名（下多古地区の男の子）と書かれ
ていますから、地区の犠牲者全員を
追悼する目的で建てられたのでしょ
う。なお、多古地区を含む足柄村全
体の死者数は 187(*) 名でした（小
田原市史）。また追悼碑のわきには、
裏面に「昭和七年十月 建 誠心會」
と書かれた小さな慰霊塔もあります。
追悼碑はもともと校舎の南側にあっ
たようですが、現在は西に移動して
体育館の前に設置されています（図
２，３；写真 3）。
* 神奈川県震災誌では 182 名

 現在白山中学校がある場所は、も
とは明治時代に創立された尋常高等

地震の石碑 2022　白山中学校　震災追憶碑

本多　亮
（神奈川県温泉地学研究所）

図 1 大正 12 年 9 月の校舎配置（「多
古の郷土誌」より） 。北校舎の西半
分と実科高等女学校の割烹室（図で
は職員室）、各所の便所を除いて崩
壊しました。
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図２：足柄尋常高等小学校・足柄実
科高等女学校　平面略図（昭和 4 年
5 月現在）。「あしがら郷土読本」よ
り。■は震災追憶碑設置予定地。

写真 1　敷地の下を通る道路
から見た校舎。屋根の上には
プラネタリウムが見えます。
震災追憶碑はこの階段を上
がって左手にあります。

多古小学校（現・足柄小学校）の
校舎の一部があった場所のようで
す。足柄小学校 HP の沿革によれ
ば、明治 29 年に現在の白山中学校
の位置に新しい校舎が立ち、その
後の変遷の詳細は省きますが、大
正 9 年 10 月に尋常高等足柄小学校
となり、大正 12 年 4 月に足柄尋
常高等小学校と改めました。さら
に昭和 22 年に６・３制導入により
小田原市立足柄小学校に変わった
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は道路側に押し出され中央には２m
近い深さの溝ができ、校舎周辺の石
垣は全て崩壊し（写真 4 ～ 6）、正
門にかかっていた橋も落下しました

（写真 7，8）。
 当時足柄小学校は、尋常科と高等
科併せて児童数 2105 名を数えるマ
ンモス校でした。震災当日は小学校
で毎月開かれる児童役員会の日で、
各学級は７時に始業し 10 時半に放
課となっていたそうです。したがっ
て児童のほとんどは帰宅していてい
ましたが、児童役員と自習のために
残っていた児童合わせて 96 名が校
舎内にいたとされています。一方、
同じ敷地内の実科高等女学校の生徒
数は 109 名で、10 時半の終業後に
は 45 名が自習のため校舎内にいた
とされています。
 地震時には、小学校校舎内には
報告書に名前が記載されているだ
けでも 11 名以上の教師がおり、地
震後すぐに救助活動に当たってい
ます。しかし不幸にも、児童生徒 6
名（小学校男子 1 名、高等女学校
5 名）が、倒壊した梁の下敷きにな
るなどして命を落としました。小学
生男子は落ちてきた瓦にあたって
亡くなったとも伝わります（あし
がら郷土読本 郷土史編）。学校以
外の場所でなくなったのは、帰宅
途中の崖崩れに巻き込まれた児童 3
名、家庭で圧死あるいは負傷後に
亡くなった児童 7 名とされていま
す（合計 16 名）。いずれの学校で

写真 2　震災追悼碑と慰霊塔。

写真 3　追悼碑は体育館の前の少し
高くなったところに立っています。
かつては、右手に見える校舎に近い
場所にあったのかもしれません（図
２）。

写真 4　グランド南側から見た校舎。
このグランドは、震災後に校舎東側
の小山を切り崩し、田んぼを埋め立
てて造られました。切り崩した場所
は現在、学校のテニスコートになっ
ています。
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図 3　現在の校舎配置（google 
map より）。■は現在の震災追
憶碑の位置。

際、その校舎の一部を借り受ける形
で小田原市立第三中学校が開校しま
した。これが現在の白山中学校にあ
たります。昭和 27 年に足柄小学校
が現在の位置（小田原市扇町三丁目）
に校舎を新築し移転したため、第三
中学校の単独校舎となりました。白
山中学校に校名が変更されたのは
昭和 30 年のことです（白山中学校
HP、「沿革」より）。
 大正関東地震が関東地方を襲っ
たのは大正 12（1923）年の 9 月 1
日ですから、このとき現在の白山中
学校の場所にあったのは足柄尋常高
等小学校（以下、足柄小学校）とい
うことになります。
 足柄小学校の被害は、「あしがら
郷土読本 教育史編」に、当時の校
長、森丑太郎氏が作成した報告書が
引用されていますので、これを参考
に記述します。
 震災前、足柄村は熱海線の開通及
び小田原紡織会社の設置に伴う土地
発展のため、急激に児童数が増加し
ており、これに対応するために 20
万円以上の費用をかけて大正 9 年
に、足柄小学校及び併設の実科高等
女子学校の校舎を新築したばかりで
した。
 しかし同年 9 月 1 日の関東大震
災では、新築して 3 年目の足柄小
学校の校舎は、北校舎の西半分と実
科高等女学校の割烹室（図１では職
員室）、各所の便所を除いて崩壊し
てしまいました。丘陵上の運動場
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災復旧学校建築は一応終了しました。
 他の小学校の被害についても、神
奈川県震災誌から簡単に引用してお
きます。足柄小学校は被害種類の「全
潰」に区分されています。片浦、真鶴、
小田原第一、下中、国府津、酒匂の
各校が「焼失」とされているのとは
異なり、地震動による被害であった
ことが分かります。ちなみに、「全潰」
の小学校は他に、小田原第二、第三、
千代、岩、福浦、吉浜で、合計７校、「半
潰」は湯本、須雲川、早川、片浦の
4 校、「小破」は前羽、大窪、温泉、
宮城野、仙石原、土肥の 6 校です。
 碑文の結びには、「時間がたち復
興が進むにつれて記憶が薄れ、当時
の深刻な状況を一時的なものとして
忘れてしまわないように、戒めとし
て震災の悲惨な体験を後世に伝え
る」との決意が刻まれています。多
古地区は、西側の箱根から続く多古
丘陵と東を流れる酒匂川にはさまれ
た地域で、灌漑用の水路も多くあり
穴部堰など一部は現在でも使用され
ています。被害の記述としては、建
物の倒壊の他、丘陵・崖の崩壊、そ
れに伴う用水路の閉塞と洪水が多く、
土地の状況を反映しています。現在
は土木技術が発達し地震対策も施
されてはいるはずですが、マグニ
チュード 8 クラスの直下型地震は
関東大震災以降経験が無いことを考
えると、やはり急傾斜地の周辺は注
意が必要でしょう。また、現在では
暗渠となっている水路なども陥没す
ることもあるかもしれません。自宅
周辺の道路の下になにがあるか、普
段からよく知っておく必要があるで
しょう。
 大きな地震が発生するたびに過去
の記録の重要性が指摘される例とし
て、地震による直接的な被害の他
に、津波の襲来や流言飛語がありま
す。よく知られているように、大正
関東地震の直後は朝鮮人が井戸に毒

写真 5　南東側から見た白山中学校
校舎は右手の木に隠れて見えません
が、その下には階段が見えます。こ
の階段の上には通路はなく、階段だ
けが残されています。この道路を先
に進むと、さらに二つの階段があり
ます。写真 1 の階段が一番西側のも
ので、中央にもう一つあります。震
災時、この階段のすぐ上には運動場
があり、石垣の崩壊とともに大きな
亀裂ができたとされています。写真
左手には、現在の運動場があります。

写真 6　南西側から見た白山中学校
左に曲がると白山神社があります。
石垣の上に見えているのは体育館で
す。この道路はそれほど広くありま
せんが、車の通行量は多いです。関
東大震災の際には、西側も南側も石
垣が崩壊しました。

写真 7　校舎裏側（北側）の石垣と
今も残る穴部堰　旧正門に続く橋も
見えます。関東大震災の時には現在
と同様、石垣の上に橋が架かってい
ましたが、石垣は崩壊し橋も落ちま
した。

写真８　旧正門
現在も穴部堰の上にコンクリート製
の橋が架かり、かつて正門だった時
代からの石柱が立っています。この
4 本の石柱は、大正 14 年の校舎新
築時の写真（写真９）にも写ってい
ます。

写真９　大正 14 年当時の校舎（あ
しがら郷土読本より）　震災後に新
築された校舎と思われます。正門に
は、現在も残る 4 本の石柱が見え
ます。

も、職員の犠牲者は出ていません。
 震災後、学校の再建を目指したも
のの、震災前の校舎新築時の負債が
ある上に、村唯一の大きな財源であ
る小田原紡織工場の全潰解散のため
に税収入が減少する中、村有地を売
却して資金を作るなどかなり苦労し
たようです。それでも震災翌年から、
小学校の校舎の新築工事が進められ

（写真 9）、仮校舎であった実科女子
高等学校が昭和 3 年に竣工して、震

を入れたというデマが広がり、多く
の人が殺害されたり迫害を受けまし
た。現在は当時に比べれば格段に情
報通信網が発達していますが、それ
でも「動物園からライオンが逃げた

（2016 年熊本地震）」（朝日新聞デ
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ジタル ,2017）とか、「福島で外国
人が井戸に毒を入れている（2021
年 2 月 13 日福島沖の地震）」（朝日
新聞デジタル ,2021）などといった
フェイクニュースが流れることがあ
ります。また、2018 年６月に大阪
北部地震が発生した際も外国人に
対する差別的ツイートが投稿され
た（朝日新聞デジタル ,2018）よう
に、時代が変わり科学技術が発展し
ても非常事態に直面したときの人間
の行動はあまり変わらないようです。
こういったことも含めて、「相
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昭和四年九月一日

学校長従六位 森丑太郎誌
磯崎秀太郎 

【用語の意味】
天殃 ( てんおう ) 天災
無彊 ( むきょう ) 限りがないこと
䘏民 ( しゅつみん ) 人々を不憫に

思って救うこと
倏忽（しゅっこつ） たちまち、突

然に
須臾 ( しゅゆ ) わずかな間
湮滅 ( いんめつ ) 跡形もなく消え

てしまうこと
恟々 ( きょうきょう ) おそれおの

のくさま
悽愴 ( せいそう ) 非常にいたまし

い、悲惨な様子
惻々 ( そくそく ) 悲しみいたむさま）
轉た ( うたた ) ひどく
振作 ( しんさく） 奮い起こさせる

こと）
醇厚中正 ( じゅんこうちゅうせい )

人情が厚いこと、公正であること
誠悃 ( せいこん ) 真心 
竭 ( けつ ) なくす、尽きる 
小成 ( しょうせい ) わずかばかりの）
偸安 ( とうあん ) 安楽をむさぼり、

将来を考えないこと
相警め ( あいいましめ ) 同じ過ち

を犯さないようしかる、警戒する
箴 ( しん ) いましめ
-------------------------------------------------

「慰霊塔」
裏面   昭和七年十月 建 誠心會
-------------------------------------------------
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